
 大門・
丸之内地区

未来
ビジョン

・観音寺と周辺の商店街の雰囲気が気に入って、大門の賃貸マンションを選んだ。
・通勤や日頃の移動はもっぱら電動自転車を使用し、車は持っていない。
・夕食は商店街の飲食店で済ませることが多い。商店街の人とはみんな顔見知りな
ので、いつも声をかけてくれて楽しい。
・休日は、図書館で借りた本を近所の喫茶店やお城公園のベンチで読書するこ
とが多い。

・よい中古住宅があったので購入してリフォームし、2年前に引っ越してきた。
・子どもは近所の保育園に入園している。朝は夫が通勤途中に預け、夕方は妻が迎えに行く。
・妻は広告デザインの仕事をしており、家でも仕事をするが、商店街のシェアオフィス
がWi-fiやコピー・プリンターなどが整っているので、そこで仕事をすることも多い。
・災害時には、近くの企業ビルに避難できることになっているため、安心して住み続けら
れる。
・親子の居場所、子どもの遊び場が充実し、商店街のお店にも、子ども向けの商品
が充実している。

・津市出身で県外に出ていたが、リモート勤務が多くなったことを機に津市に戻り、
中央の新築マンションを購入した。
・週に１度は名古屋本社の会議に出席する。津駅までは、本数が多い路線バスを利用する。
・業務で県内を車で移動するが、国道23号や津インターチェンジにも近くて利便
性の良さを感じている。
・平日夜は高校の同級生やコワーキングスペースで知り合った仲間と大門の飲食
店に飲みに行く。
・長期休暇が取れると、津なぎさまちからセントレアに向かい、海外旅行を楽しんでいる。

・10年ぐらい前から、近所に店や施設が増えはじめ、徒歩圏内で買い物や用事が済
ませられるようになり、以前と比べて暮らしやすくなった。
・近所には空き家を活用した喫茶店がオープンし、住民がいつも気軽に集まっている。
・健康のために夫婦でよくウォーキングをし、お城公園や観音公園を巡っている。
・結婚した子どもが孫を連れてよく遊びに来て、近所の老舗洋食店にみんなで食
事に行く。

・津新町駅からは歩いて職場に行く。駅前にはシェアサイクルが充実し、たまに気分
転換で利用する。
・業務上の移動は公共交通やシェアモビリティの利用が原則となっており、仕事で
出張する場合、三重会館前から路線バスが頻繁に出ているので、津駅や津なぎさ
まちへはバスを利用する。
・最近はランチ営業する飲食店が増えてきて、毎日のランチが楽しみになっている。
気軽にお酒が飲める店が商店街に増えてきて、お店で知り合った違う会社の飲み
友達もできた。

・町並みや商店街の雰囲気の良さ、出店しやすい環境が気に入り、大門の空き店舗
を借りた。
・借りるにあたっては、まちづくり会社が、家主さんや商店街との間を丁寧につない
でくれた。
・子ども連れのファミリーや、お年寄りの夫婦が気軽に来店できるようなカジュア
ルフレンチの店。ランチ、ディナーの他、ママ友グループのカフェ利用もある。
・最近は、近所でマルシェなども増え、サンドイッチなどの軽食で出店している。

・個性的な商店が連なる大門で働きたいと考え、３年生になって、アルバイトを始めた。
・アルバイト先へは、自転車で移動するが、広い歩道に自転車通行空間が設けられ
ており安全に通行できる。
・大学の研究の一環でＤＸを活用したまちづくりの実践場所を探していたところ、
アルバイト先の店舗が積極的に協力してくれることになり、まち全体で実験的
に取り組んでいる。
・多くの先進企業が立地し、津の経済の中心地となっている大門・丸之内地区で就
職活動を開始した。

・津リージョンプラザで勉強したり、お城公園でダンスの練習を日常的にしている。
商店街のイベントの時には、ダンスを披露させてもらっている。
・最近は丸之内の商店街でアルバイトもするようになり、地元の大人の人にいろい
ろ教えてもらうようになり、今後の進学や就職の相談にも乗ってもらっている。
・これまで地元のことにほとんど興味がなかったが、大門や丸之内に出入りするよ
うになり、津のことが少しずつ好きになってきた。

・お城公園や観音公園の花がとてもきれいなので、週末は家族で来るようになった。
・お城公園で子どもたちは走り回って遊び、商店街で食べ歩きし、ランチを食べて、
百貨店に寄って夕食の惣菜を買うのが定番になっている。夫婦で訪れる時は、カ
フェでのんびり過ごす。
・自家用車で来ているが、駐車場は平面で区画も広く、駐車しやすい。電気自動車
なので、駐車場の高速充電器がとても便利だ。

・伊勢志摩を巡るため、九州から津なぎさまちを経由して津市に到着。1泊目を大
門のホテルに宿泊した。
・チェックイン後は観音寺、津城跡、商店街を散策。商店街ではおいしいお菓子を食
べながら歩き、夕食は津の名物のうなぎと津ぎょうざをはしごして食べた。
・翌日は、三重会館から津駅まで自動運転のバスで移動し、MieMu、美術館を
巡った。
・高速船や近鉄電車、バス、商店街の買物などは「MaaS」のアプリですべて利用
できた。
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活動のイメージ

第5章

未来ビジョンの取組に関わる人が、その取組を進め、将来像が実現した後の大門・丸之内地区の姿をわかりや
すく共有できるように、この地区に滞在する人と活動のイメージを、さまざまなモデルに分けて記載しています。
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